
農業研究機関とICT関連企業のマッチング企画について（案） 

【想定される提案内容】 
 
☑ これまでに開発された職務作成プログラ 
  ム 
☑ 露地野菜の出荷予測システムや冷害予 
  測システム、青果ネットカタログ等の既開 
  発システム 
☑ 土壌や気温、水分等の環境要因と作物の 
  生育を関連づけた生育モデル 
☑ 病害虫の発生モデルと対応策 
☑ 家畜の生体情報と病気や行動特性の関 
  連性に係る知見 
☑ 鳥獣の行動特性に係る知見 
☑ IT技術との組み合わせで効率化できる 
  アイデア 等 

農業研究機関 

○ 人工衛星を活用したリモートセンシング技術やクラウドシステムをはじめとしたICTの急速な発達に伴い、様々な情報のリアル 
  タイム入手・分析が可能となる等、我々の生活や社会活動が飛躍的に効率化・高度化。 
○ 農業分野においても、これら技術を活用したイノベーションを起こしていくことが期待。 
○ 一方、農研機構をはじめとする研究機関においては、長年積み上げてきた農業に関する研究成果が豊富に存在しており、 
  これらとICTを組み合わせることにより、農業生産現場に更なる革新を提供できる可能性。 
○ このため、農業研究機関が持つ研究成果やこれとICTを活用した展開の可能性をIT企業等にプレゼンしマッチングを図る機会 

  を開催。 

シナジー
効果 

（例）将来的には、病害虫の
発生状況、作物の生育状
況をリアルタイムに共有・
分析し、栽培等に反映が
可能 

（例）将来的には、クラウドを 
  活用した情報を利活用し 
  た生産者・食品事業者の  
  新たな事業機会を創出 【マッチングのイメージ】   【スケジュール等】   

データ蓄積、システム開発 

ICT関連企業 プレゼン 【第１回】 １月中下旬を予定 

※第２回以降も、研究会・WGの開催状況 
 を踏まえ適宜開催 

【場 所】  
  農研機構もしくは本省を想定 

【参集範囲】   

農林水産・食品分野への展開 

◇ 農林水産分野でのIT活用を想 
 定している、ソフト開発、システム 
 開発、機器開発関連企業等 

◇ 農研機構等 

✔ 生育予測モデルアプリ 
✔ 病害虫発生予測と効果的な防除指導アプリ 
✔ 病害虫発生のリアルタイム情報共有システム 
✔ 農作物等の品質予測アプリ  等 

【テーマ】 農業研究機関が有する 
      知見・成果に基づき作成さ 
      れたプログラム、システム等 
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